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２

〇
平
成
13
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

〇
平
成
13
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘

定
）
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
13
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
直
営
診

療
施
設
勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
13
年
度
千
早
赤
阪
村
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
13
年
度
千
早
赤
阪
村
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
13
年
度
千
早
赤
阪
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
13
年
度
千
早
赤
阪
村
金
剛
山
観
光
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
平
成
13
年
度
千
早
赤
阪
村
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

〇
土
地
開
発
基
金
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
ち
び
つ
こ
広
場
設
置
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
富
美
山
環
境
事
業
組
合
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

〇
平
成
14
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）
に

つ
い
て

〇
平
成
14
年
度
千
早
赤
阪
村
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
回
）
に
つ
い
て

〇
平
成
14
年
度
千
早
赤
阪
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
回
）
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
等
の
改
正
に

つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
平
成
14
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）
に

つ
い
て

〇
平
成
14
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

原
案
認
定（
多
数
）

原
案
認
定（
多
数
）

原
案
認
定（
全
員
）

原
案
認
定（
多
数
）

原
案
認
定（
多
数
）

原
案
認
定（
全
員
）

原
案
認
定（
全
員
）

原
案
認
定（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
全
員
）

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
多
数
）

原
案
可
決（
全
員
）

平成14年９月の千早赤阪村議会定例会（第３回）は、９月10日に開会し、平成13年度決算、条例等
の改正、補正予算をそれぞれ原案どおり認定・可決し、25日に閉会しました。

案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
件

議
決
結
果

９
月
定
例
会
議
決
結
果
一
覧
表

決
　
　
　
算

平
成
13
年
度
の
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
は
、
９
月
10
日
の
本
会
議
に
お
い
て
審
議
を
行
い
、

全
会
一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で
そ
れ
ぞ
れ
認
定
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
実
質
収
支
は
黒
字
と
な
っ
た
も
の
の
、

人
口
減
少
に
伴
う
地
方
交
付
税
の
減
額
、
村
税
の
減
収
な
ど
に
よ

り
、
経
常
的
経
費
に
経
常
一
般
財
源
が
、
ど
の
程
度
充
当
さ
れ
て

い
る
か
を
示
す
、
経
常
収
支
比
率
が
１
０
１．

７
％
（
一
般
的
に

町
村
で
は
80
％
を
超
え
る
と
財
政
運
営
の
弾
力
性
が
低
下
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。）
と
な
り
、
平
成
12
年
度
に
増
し
厳
し
い
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

富
美
山
環
境
事
業
組
合
規
約

の
一
部
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

第
14
条
第
２
項
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

一．

施
設
費
（
建
設
事
業
費
お

よ
び
建
設
事
業
に
要
し
た
地

方
債
の
償
還
金
を
い
う
。）

均
等
割
　
10
％

人
口
割
　
90
％

二．

管
理
費
（
施
設
費
以
外
の

経
費
を
い
う
。）

前
項
の
人
口
割
は
、
前
年
度

の
９
月
30
日
に
お
い
て
関
係
市

町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
た
者
（
外
国
人
も
含
む
）

た
だ
し
、
公
共
下
水
道
人
口
お

よ
び
自
家
処
理
人
口
を
除
く
と

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

旧
負
担
割
合
は

均
等
割
　
30
％

人
口
割
　
70
％

で
し
た
の
で
、
規
約
の
変
更
日

を
本
年
10
月
１
日
と
し
た
場
合

半
年
間
で
約
６
０
０
万
円
弱
、

村
の
負
担
が
か
る
く
な
る
と
予

測
さ
れ
ま
す
。

富
美
山
環
境

事
業
組
合
規
約

の
改
正

富
美
山
環
境

事
業
組
合
規
約

の
改
正

富
美
山
環
境

事
業
組
合
規
約

の
改
正

区分 13年度 12年度 増減額

歳入合計 3,362,426 3,534,058 △171,632

歳出合計 3,291,380 3,464,274 △172,894

歳入歳出
71,046 69,784 1,262

差 引 額

翌年度に

繰り越す 11,307 10,325 982

べき財源

実質収支 59,739 59,459 280

一般会計決算収支状況平成13年度特別会計決算

会 計 別 歳入 歳出 差引

国民健康保険特別
567,828 536,898 30,930会計（事業勘定）

国民健康保険特別会計
65,952 64,772 1,180（直営診療施設勘定）

老人保健特別会計 759,855 754,335 5,520
介護保険特別会計 328,071 322,928 5,143
下水道事業特別会計 298,300 298,300 0

金剛山観光事業
174,033 193,510 △19,477特　別　会　計

平成13年度水道事業会計決算

区　　分 収入 支出 差引

収 益 的 収 支 163,685 158,634 5,051
資 本 的 収 支 78,376 116,581 △38,205

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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平成14年10月1日から医療費の負担が変わりました平成14年10月1日から医療費の負担が変わりました
生涯にわたって、みなさんが安心して医療サービスを受けられるようにするためには、急速に進む少子・高齢化、

低迷する経済状況、医療技術の進歩、国民意識の変化など、医療を取巻く環境の変化にあわせて常に制度の見直し
を図りながら、将来にわたって安定し継続できる制度を構築していくことが必要であるという観点から、今回制度
改正されたものです。

少子化対策の観点から3歳未満の乳幼児の一部負担金が3割
から2割になりました。
また、70歳以上の高齢者の一部負担金も1割になりました。

（一定以上の所得者は2割）

低所得の方は据え置いて、一般や上位所得者については見直
します。また、70歳以上の方には医療費が高額になったとき
の負担を軽くするため、あらたに自己負担額が設定されました。
１か月の医療費が高額になった場合、申請をして認められると
限度額を超えた分があとから支給されます。

☆一定以上所得者とは⇒現役世代の平均的収入以上の所得があ
る方を指します
☆低所得者Ⅱとは⇒世帯主および世帯全員が住民税非課税であ
る方を指します
☆低所得者Ⅰとは⇒世帯主および世帯全員が住民税非課税であ
って、その世帯の所得が一定基準以下の世帯に属する方を指
します

老人保健で医療を受ける方の対象年齢の引き上げにあわせ
て､退職者医療制度の対象年齢も70歳未満から75歳未満にな
ります。5年間で段階的に引き上げられます。
70歳以上の退職者医療制度対象者の自己負担は､1割（一定

以上所得者は2割）となりました。

険保康健民国

老人保健で医療を受ける方の対象者の年齢が70歳以上から
75歳以上（一定の障害のある方は65歳以上）に変わりまし
た。5年間で段階的に引き上げていきます。ただし、平成14
年9月30日までに70歳の誕生日を迎え､すでに老人保健に加
入している方（昭和7年9月30日以前に生まれた方）は、75
歳未満であっても引き続き老人保健で医療を受けます。
※昭和7年10月1日以降に生まれた方は､75歳になるまで
は引き続き現在加入している医療保険で医療を受け、75
歳になったら老人保健で医療を受けます。

老人保健でお医者さんにかかったときに支払う費用（一部負
担金）は、外来（在宅医療を含む）､入院ともかかった費用の一
割になりました（一定以上所得者は2割を負担します）。また、
医療費が高額になったときの自己負担限度額も変わりました。
従来かかっていた外来の月額上限制および診療所における定
額選択制が廃止されました。

健保人老

3歳未満の乳幼児
3歳以上70歳未満
70歳以上

2割負担
3割負担
1割負担

70歳以上（老人保健制度対象者を除く） 国保世帯全体

個人単位
（外来のみ）

一定以上
所 得 者 40,200円

12,000円 40,200円

72,300円+１% 139,800円
+１%

72,300円
+１%

139,800円
+１%

72,300円
+１%

35,400円

77,700円

40,200円

77,700円

40,200円

24,600円

過去12か月間に４回
以上高額療養費の支
給があった場合、４
回目以降は40,200円

24,600円
15,000円

上位所得者

上位所得者

一　　般

一　　般

低所得者
08,000円
08,000円

一　　般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

3回目
まで

4回目
以降

世帯単位
（入院含む）

☆一定の障害とは
いわゆる（寝たきり）の状態など一定の障害
があり､市区町村から認定を受けた方は、65
歳から老人保健で医療が受けられます。

入院時の食事代
入院したときの食事代は、一部負担金とは別に下記の金額を
負担します。

※高額医療費の支給対象にはなりません。

一般および一定以上所得者 780円

低所得者Ⅱ
90日までの入院 650円

90日を越える入院（過去12か月の入院日数） 500円

低所得者Ⅰ 300円

自己負担限度額

個人単位
（外来のみ）

一定以上所得者

低 所 得 者 Ⅰ

低 所 得 者 Ⅱ

一　　　　　般 12,000円 40,200円

72,300円+１％

過去12か月間に4回以
上高額療養費の支給が
あった場合､4回目以降
は40,200円

24,600円

15,000円

40,200円

08,000円

08,000円

自己負担限度額

（外来＋入院）

１．病院の窓口で支払う一部負担金が
年齢によって変わりました

１．病院の窓口で支払う一部負担金が
年齢によって変わりました

１．病院の窓口で支払う一部負担金が
年齢によって変わりました

2．高額療養費の自己負担
限度額が変わりました

2．高額療養費の自己負担
限度額が変わりました

2．高額療養費の自己負担
限度額が変わりました

3．退職者医療制度の対象年齢が
70歳未満から75歳未満に

3．退職者医療制度の対象年齢が
70歳未満から75歳未満に

3．退職者医療制度の対象年齢が
70歳未満から75歳未満に

１．老人保健で医療を受ける方の
対象年齢が70歳から75歳に

１．老人保健で医療を受ける方の
対象年齢が70歳から75歳に

１．老人保健で医療を受ける方の
対象年齢が70歳から75歳に

2．老人保健制度の一部負担金が1割に
また、自己負担限度額が変わりました

2．老人保健制度の一部負担金が1割に
また、自己負担限度額が変わりました

2．老人保健制度の一部負担金が1割に
また、自己負担限度額が変わりました



４

平
成
14
年
度
の
村
の
事
業
と

し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
、（
仮

称
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
「
く
す

の
き
」
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し

た
。今

回
計
画
さ
れ
た
い
き
い
き

サ
ロ
ン
は
、
く
す
の
き
ホ
ー
ル

の
横
に
建
設
さ
れ
る
も
の
で
、

床
面
積
が
約
５
４
０
㎡
の
平
屋

建
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。

内
部
に
は
陶
芸
室
、娯
楽
室
、

多
目
的
室
、
健
康
相
談
室
等
が

設
置
さ
れ
ま
す
。

建
設
費
用
は
約
１
億
７
３
０

０
万
円
で
、
そ
の
資
金
は
大
阪

府
の
補
助
金
に
よ
り
ま
す
。

完
成
は
来
年
３
月
の
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

小
吹
台
に
は
既
に
「
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

連
日
に
ぎ
や
か
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
千
早
地
区
や
赤
阪

地
区
か
ら
は
少
し
不
便
で
し

た
。今

回
の「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

は
く
す
の
き
ホ
ー
ル
の
横
に
出

来
ま
す
か
ら
、
赤
阪
地
区
か
ら

は
近
く
な
り
、
千
早
地
区
か
ら

は
く
す
の
き
号
を
利
用
し
て
頂

け
れ
ば
便
利
か
と
思
わ
れ
ま

す
。完

成
す
れ
ば
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
。

平
成
14
年
７
月
１
日
、
富
田

林
市
・
太
子
町
・
河
南
町
・
千

早
赤
阪
村
の
４
市
町
村
に
よ
る

合
併
協
議
会
が
発
足
し
ま
し

た
。こ

の
協
議
会
は
、
合
併
特
例

法
第
３
条
に
規
定
さ
れ
た
法
定

の
合
併
協
議
会
で
、
合
併
後
さ

ま
ざ
ま
な
財
政
支
援
措
置
を
受

け
る
た
め
に
必
ず
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
協
議
会
で
す
。

協
議
会
委
員
は
各
市
町
村
７

名
、
広
域
で
選
出
さ
れ
た
委
員

２
名
の
他
、
会
長
が
富
田
林
市

か
ら
選
出
さ
れ
総
数
31
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
回
の
会
議
は
平
成
14
年

７
月
４
日
富
田
林
市
す
ば
る
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
報
告
事
項
７
件

と
協
議
事
項
と
し
て
協
議
会
の

運
営
規
定
・
事
業
計
画
・
予
算

の
３
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た

が
、
市
町
村
議
会
選
出
の
委
員

の
間
で
、
協
議
会
の
役
割
、
協

議
す
べ
き
事
項
等
考
え
方
の
違

い
が
あ
り
、
実
質
的
な
審
議
に

は
至
ら
ず
波
瀾
含
み
の
幕
開
け

と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
の
協
議
会
は
７
月
11

日
千
早
赤
阪
村
く
す
の
き
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
か
ら
罵
声
と
怒
号
が
飛

び
交
う
荒
れ
模
様
の
会
議
と
な

り
ま
し
た
。

運
営
規
定
や
事
業
計
画
、
協

議
会
予
算
の
審
議
に
入
り
た
い

事
務
局
と
前
回
の
報
告
事
項
に

疑
義
あ
り
と
す
る
委
員
、
実
質

審
議
に
入
る
よ
う
意
見
を
具
申

す
る
委
員
等
意
見
が
交
錯
し
混

乱
す
る
も
の
の
議
長
が
議
事
進

行
を
強
行
し
、
運
営
規
定
・
事

業
計
画
・
予
算
が
多
数
決
で
決

ま
り
ま
し
た
。

第
３
回
か
ら
第
４
回
ま
で
の

会
議
は
、
合
併
基
本
４
項
目
と

い
わ
れ
る
合
併
の
方
式
・
合
併

の
期
日
・
新
市
の
名
称
・
新
市

の
事
務
所
の
位
置
が
主
な
議
題

と
な
り
ま
し
た
。

合
併
の
方
式
は
新
市
の
設
置

（
対
等
合
併
）
で
決
定
し
ま
し

た
が
、
他
の
３
項
目
の
内
、
平

成
15
年
４
月
１
日
を
目
途
と
す

る
合
併
の
期
日
は
、
期
日
に
と

ら
わ
れ
ず
協
議
期
間
を
と
る
必

要
が
あ
る
。
と
の
慎
重
論
が
か

な
り
あ
り
、
結
局
８
月
22
日
の

第
５
回
の
協
議
会
で
「
平
成
15

年
４
月
１
日
を
目
途
と
す
る
合

併
の
期
日
は
協
議
事
項
か
ら
外

す
」
と
事
実
上
期
日
に
つ
い
て

は
白
紙
撤
回
に
な
り
ま
し
た
。

協
議
会
は
継
続
し
、
今
後
は

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
や
事

務
事
業
等
の
協
議
を
月
１
回
程

度
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
富
田
林
市
長
が

辞
意
を
表
明
し
た
こ
と
か
ら
、

来
年
４
月
に
は
市
会
議
員
と
同

日
選
挙
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

合
併
協
議
会
を
継
続
す
る
こ

と
へ
の
疑
問
や
南
河
内
は
ひ
と

つ
の
原
点
に
も
ど
る
べ
き
と
の

意
見
も
あ
り
ま
す
。

住
民
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に

反
映
し
て
い
く
か
、
難
し
い
協

議
会
運
営
が
続
き
そ
う
で
す
。

合
併
協
議
会
・

議
会
選
出
委
員

貝
　
長
　
　
　
徹

森
　
本
　
春
　
雪

徳
　
丸
　
幸
　
夫

合
併
協
議
会
経
過
報
告

合
併
協
議
会
経
過
報
告

（仮称）いきいきサロン「くすのき」完成予想図

（
仮
称
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
「
く
す
の
き
」
新
築
工
事
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小
型
化
し
集
落
内
ま
で
運

行
す
る
た
め
、
現
在
の
委
託
契

約
を
見
直
す
考
え
は
。

平
成
12
年
か
ら
通
園
バ
ス

に
も
併
用
し
、
現
状
で
と
考
え

て
い
る
。

通
学
・
通
園
バ
ス
は
別
に

契
約
し
、
く
す
の
き
号
は
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
委
託
し
て
は
。

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

の
中
間
報
告
で
は
、
施
設
入
所

希
望
待
機
者
は
10
人
余
り
で
あ

る
。
解
消
の
計
画
は
。

施
設
の
増
床
な
ど
府
と
調

整
し
解
消
に
努
め
た
い
。

厚
労
省
は
、
保
険
料
を

11
％
程
度
引
き
上
げ
と
し
て
い

る
が
本
村
で
は
ど
う
か
。

中
間
集
計
を
議
会
に
も
報

告
し
た
が
、
介
護
給
付
量
か
ら

み
て
若
干
上
が
る
の
で
は
。

待
機
者
の
解
消
を
早
期

に
図
り
、
保
険
料
の
据
え
置
き

と
減
免
条
例
は
簡
潔
に
。

要
介
護
者
と
扶
養
者
は
所

得
税
の
障
害
者
特
別
控
除
が
受

け
ら
れ
る
。
広
く
広
報
を
。

税
法
上
控
除
対
象
に
な
っ

て
い
る
。
広
報
は
税
務
署
と
も

協
議
し
た
い
。

要
望�

「
住
基
ネ
ッ
ト
」
の
第
一

次
稼
動
は
、
ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
り
、
本
格
稼
動
で
２
６
４

項
目
の
事
務
が
管
理
さ
れ
、
個

人
情
報
の
漏
洩
等
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
が
村
の
対
応
は
。

村
で
の
情
報
漏
洩
等
は
な

い
が
、
運
用
規
定
や
守
秘
義
務

を
遵
守
し
慎
重
に
行
う
。

21
世
紀
を
迎
え
地
方
分
権

は
実
行
の
段
階
に
な
っ
て
き
た
。

村
長
は
こ
の
ま
ま
で
は
村
は

財
政
的
に
立
ち
行
か
な
い
と
合

併
推
進
派
と
し
て
活
動
さ
れ
た

が
、
合
併
の
期
日
で
つ
ま
ず
き

合
併
の
先
行
き
は
熱
意
も
さ
め

悲
観
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
財

政
状
況
の
悪
化
を
合
併
で
切
り

抜
け
よ
う
と
し
た
思
惑
は
当
面

は
ず
れ
た
。
平
成
15
年
度
は
地

方
交
付
税
の
減
少
、
税
の
伸
び

悩
み
で
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状

況
下
で
予
算
編
成
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
間
企

業
で
は
血
の
に
じ
む
よ
う
な
企

業
努
力
で
生
き
残
り
に
必
死
だ
。

行
政
は
「
親
方
日
の
丸
」
と

昔
か
ら
言
わ
れ
倒
産
が
な
い

が
、
村
長
は
じ
め
職
員
は
民
間

企
業
以
上
に
責
任
を
感
じ
て
職

務
を
遂
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
こ
そ
思
い
切
っ
た
変
革
を
し

な
け
れ
ば
と
懸
念
し
て
い
る
。

変
革
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、
職

員
の
給
与
や
定
数
管
理
の
見
直

し
、
勧
奨
退
職
の
推
進
、
経
常

経
費
の
削
減
、
特
別
会
計
の
自

立
な
ど
ゼ
ロ
か
ら
数
字
を
積
み

上
げ
る
予
算
編
成
が
必
要
だ
。

理
事
者
の
み
な
ら
ず
議
会
と

し
て
も
厳
し
い
認
識
を
も
っ
て

の
対
応
を
痛
感
し
て
い
る
。

平
成
13
年
度
決
算
は
歳
入

不
足
を
補
填
す
る
た
め
に
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
す
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
非
常
に
憂
慮

す
る
結
果
と
な
っ
た
。
平
成
15

年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

住
民
負
担
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
あ
り
方
を
視
野
に
入
れ
、

危
機
感
を
も
っ
て
対
処
す
る
。

９
月
議
会
で
は
、
10
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
原
稿
（
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
５
０
０
字
以
内
）
は
、

質
問
し
た
議
員
の
責
任
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。

く
す
の
き
号
の
委
託
を
見
直
し
便
利
に

野
　
上
　
信
　
次
　
　
議
　
員

「
財
政
危
機
」
下
で
の
予
算
編
成
は

北
　
野
　
恒
　
治
　
　
議
　
員

介
護
保
険
は
安
心
し
て

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
も
の
に

「
住
基
ネ
ッ
ト
」
の

運
用
は
慎
重
に

併
用
運
行

し
て
い
る
事
で
、

約
９
０
０
万
円

の
節
減
に
な
っ

て
お
り
、
現
在

は
考
え
て
い
な

い
。
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小
学
校
審
議
会
で
は
、
小

中
一
貫
の
名
で
、
１
校
に
す
る

話
が
で
て
い
る
。
義
務
教
育
の

９
年
間
を
固
定
化
し
た
集
団
で

生
活
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
達

に
と
っ
て
も
、
地
域
の
理
解
を

得
る
と
い
う
点
で
も
問
題
が
あ

る
。
小
吹
台
は
人
口
の
集
中
す

る
地
域
だ
。
小
学
校
が
な
く
な

る
こ
と
は
、
村
の
過
疎
化
に
拍

車
を
か
け
、
村
の
存
亡
に
も
か

か
わ
る
。
小
吹
台
小
は
２
億
１

０
０
０
万
円
か
け
て
改
修
し
て

い
る
。
新
た
な
借
金
で
新
設
す

る
こ
と
は
ム
ダ
使
い
だ
。
小
吹

台
小
学
校
の
存
続
を
求
め
る
。

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
体

制
確
保
の
観
点
か
ら
、
審
議
会

に
諮
問
し
た
。
答
申
を
重
く
う

け
と
め
、
今
後
の
方
向
付
け
を

し
て
い
く
。

農
産
物
直
売
所
か
ら
消
防

分
署
ま
で
、
急
カ
ー
ブ
ま
た
道

路
が
狭
い
の
で
、道
路
改
良
を
。

大
阪
府
へ
強
く
要
望
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
平
成
14
年
度
の

事
業
、視
距
改
良
工
事
と
し
て
、

予
算
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
早

期
完
成
に
向
け
て
、
富
田
林
土

木
事
務
所
と
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

８
市
町
村
で
構
成
す
る
南

河
内
広
域
行
政
研
究
会
か
ら
第

１
段
階
と
し
て
、
４
市
町
村
に

よ
る
合
併
協
議
会
設
置
に
つ
い

て
６
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
。

７
月
５
日
に
第
１
回
の
協
議

会
が
富
田
林
市
で
開
催
さ
れ
、

そ
の
後
会
場
を
変
え
第
５
回
ま

で
協
議
会
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
次
は
千
早
赤
阪
村
で
の
開

催
予
定
で
あ
っ
た
が
中
止
と
な

っ
た
。

今
後
の
予
定
は
。
事
務
的
作

業
は
。８

月
22
日
の
協
議
会
で
、

平
成
15
年
４
月
の
合
併
期
日
に

つ
い
て
は
、
十
分
な
協
議
期
間

を
と
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見

な
ど
か
ら
、
協
議
事
項
か
ら
は

ず
す
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
は
新
市
の
建
設
計
画
と

な
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
案
の
策

定
、
ま
た
事
務
事
業
の
調
整
を

し
、
新
た
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

策
定
等
を
お
こ
な
い
協
議
会
を

開
催
し
て
い
く
。

合
併
は
避
け
て
と
お
れ
な

い
と
申
さ
れ
て
い
ま
す
が
。

合
併
の
期
日
に
つ
い
て

は
、
取
り
下
げ
と
な
っ
た
が
、

合
併
に
つ
い
て
は
反
対
の
意
見

は
な
く
、
今
後
も
協
議
会
を
存

続
し
、
協
議
を
し
て
い
く
。

小
吹
台
小
学
校
の
存
続
を
求
め
る

国
民
負
担
増
の
医

療
改
悪
に
反
対
を

関
　
口
　
ほ
づ
み
　
　
議
　
員

府
道
富
田
林
五
条
線
の
改
良
を

市
　
町
　
村
　
合
　
併
　
は

大
　
浦
　
好
　
雄
　
　
議
　
員

医
療
改
悪
が
強
行
さ
れ
、

70
歳
以
上
は
10
月
か
ら
１
割
負

担
で
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
来
年
４

月
か
ら
３
割
負
担
に
な
る
。

負
担
増
は
受
診
抑
制
を
招

き
、
医
療
費
を
増
や
す
。
国
庫

負
担
率
の
引
き
上
げ
を
国
に
求

め
、
独
自
の
施
策
を
実
施
す
べ

き
だ
。国

庫
負
担
の
増
額
は
町
村

長
会
を
通
じ
要
望
し
て
い
く
。

人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
活
力

あ
る
村
づ
く
り
を

人
口
減
少
で
村
財
政
・
村

政
運
営
に
影
響
が
で
て
き
た
。

若
者
定
住
策
と
し
て
、
２
世
帯

住
宅
建
設
へ
の
融
資
や
助
成
制

度
、
空
家
住
宅
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
。
村
の
資
源
で
、
特
産

品
を
生
産
し
、
自
主
財
源
を
確

保
す
べ
き
だ
。

村
固
有
の
資
源
を
生
か
し

た
産
業
の
発
展
を
め
ざ
し
た
い
。

小吹台小学校の存続を
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最
近
、
国
、
都
道
府
県
、

市
町
村
の
公
共
事
業
を
め
ぐ
る

多
く
の
不
祥
事
が
報
道
さ
れ
る

に
従
い
、
公
共
事
業
の
発
注
方

法
、
発
注
の
あ
り
方
が
多
く
の

問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
国
・

地
方
公
共
団
体
で
は
、
公
共
工

事
の
入
札
、
契
約
の
適
正
化
及

び
透
明
性
の
確
保
に
向
け
、
抜

本
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

昔
は
、
設
計
金
額
や
予
定
価

格
を
聞
き
出
す
事
を
ボ
ー
リ
ン

グ
と
称
し
、
不
祥
事
の
原
因
で

あ
っ
た
。

今
は
、
設
計
価
格
が
公
表
さ

れ
て
い
る
。
従
っ
て
最
低
価
格

が
わ
か
れ
ば
確
実
に
落
札
出
来

る
。私

は
一
層
の
透
明
性
を
上
げ

る
と
共
に
、
公
金
を
有
効
に
使

う
た
め
に
も
、
入
札
に
際
し
て

は
最
低
価
格
を
設
け
な
い
事
が

一
つ
、
近
隣
市
町
で
行
わ
れ
始

め
た
。
最
低
価
格
公
表
入
札
の

ど
ち
ら
か
を
村
で
採
用
し
て
は

ど
う
か
。

公
共
工
事
の
入
札
契
約
の

適
正
化
や
透
明
性
の
確
保
の
た

め
、
平
成
13
年
４
月
よ
り
予
定

価
格
の
事
前
公
表
な
ど
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
適
正
に

対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

予
定
価
格
の
事
前
公
表

だ
け
で
は
、
入
札
に
対
す
る
透

明
性
は
保
て
な
い
。

要
望�

次
回
の
入
札
か
ら
最
低
価
格

を
設
け
な
い
か
、
最
低
価
格
を

公
表
し
た
入
札
を
し
て
ほ
し
い
。

情
報
公
開
は
、
ま
ず
入
札
の
透

明
性
を
上
げ
る
事
か
ら
始
め
よ

う
。

村
始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙

と
公
言
さ
れ
た
フ
ジ
キ
ン
の
企

業
進
出
が
中
止
に
な
っ
た
。

こ
の
話
は
誰
が
も
た
ら
し
た

の
か
確
実
性
は
あ
っ
た
の
か
。

村
と
フ
ジ
キ
ン
の
話
し
合
い

が
少
な
い
が
も
っ
と
関
与
で
き

な
か
っ
た
の
か
。
府
で
は
１
０

０
億
円
の
高
度
化
資
金
が
予
算

化
さ
れ
て
い
る
の
に
な
ぜ
企
業

進
出
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
の

か
。村

民
に
対
し
て
ど
の
様
に
申

し
開
き
を
し
、
道
義
的
政
治
的

責
任
は
ど
う
す
る
の
か
。

進
出
が
中
止
に
な
っ
た
が
跡

地
の
今
後
の
計
画
は
。

府
か
ら
村
に
打
診
が
あ
っ

た
と
伺
っ
て
い
る
。
フ
ジ
キ
ン

も
進
出
の
意
向
を
示
し
た
こ
と

か
ら
確
実
性
を
疑
わ
な
か
っ
た
。

民
間
の
金
銭
貸
借
に
行
政
と

し
て
一
定
の
ル
ー
ル
を
超
え
ら

れ
な
か
っ
た
。

一
旦
断
念
の
理
由
は
高
度
化

資
金
の
借
入
の
諸
問
題
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
企
業
活
動
の
低
迷

も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

関
係
者
に
は
今
日
ま
で
の
経

千
早
赤
阪
村
の
入
札
制
度
改
革
を
問
う

松
　
本
　
昌
　
親
　
　
議
　
員

フ
ジ
キ
ン
の
企
業
進
出
中
止
に
つ
い
て

貝
　
長
　
　
　
徹
　
　
議
　
員

過
を
説
明
し
誠
心
誠
意
対
応
す

る
。一

旦
消
滅
し
た
の
で
計
画
は

な
い
。企
業
立
地
に
努
力
す
る
。

助
役
は
政
治
生
命
を
か
け

る
と
言
っ
て
い
る
が
ど
う
い
う

こ
と
か
。

村
長
の
公
約
で
す
。
公
約

と
い
う
の
は
当
然
政
治
的
な
地

方
自
治
権
に
我
々
は
努
力
す
べ

き
立
場
で
あ
り
ま
す
の
で
そ
の

旨
を
申
し
あ
げ
た
。

新産業拠点ゾーンの今後は？
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７
月
５
日
か
ら
、
富
田
林

市
・
河
南
町
・
太
子
町
・
千
早

赤
阪
村
の
１
市
２
町
１
村
の
合

併
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
７
月
５
日
の
第
１
回

協
議
会
か
ら
、
８
月
22
日
の
第

５
回
協
議
会
ま
で
、
合
併
基
本

３
項
目
の
１
つ
で
あ
る
「
合
併

期
日
」
に
つ
い
て
ど
う
し
て
も

合
意
が
で
き
ず
、
結
局
、
事
務

局
提
案
の
平
成
15
年
４
月
１
日

の
合
併
期
日
が
白
紙
撤
回
さ
れ

ま
し
た
。
期
日
が
撤
回
さ
れ
た

事
で
関
係
市
町
村
で
合
併
へ
の

気
運
が
弱
ま
り
は
し
な
い
か
と

心
配
し
て
い
ま
す
。
私
は
今
後

ま
す
ま
す
進
展
す
る
で
あ
ろ
う

地
方
分
権
や
財
政
環
境
の
悪
化

等
を
考
え
た
時
、
ど
う
し
て
も

よ
り
ス
リ
ム
な
行
政
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

協
議
会
の
中
で
も
参
加
者
の
ほ

と
ん
ど
が
合
併
そ
の
も
の
は
賛

成
で
あ
っ
た
。
平
成
13
年
度
の

決
算
で
経
常
収
支
比
率
が
１
０

０
％
を
越
え
た
と
発
表
さ
れ

た
。
こ
れ
は
村
の
財
政
に
と
っ

て
大
変
重
大
な
こ
と
で
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
村
長
は

も
っ
と
合
併
に
積
極
的
に
対
応

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
今
こ
そ
こ
の
事
実
を

住
民
に
説
明
し
て
住
民
投
票
な

ど
実
施
し
て
、
住
民
の
意
思
を

問
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

期
日
に
つ
い
て
取
り
下
げ

ら
れ
た
が
法
定
協
議
会
は
存
続

し
て
い
る
。
今
後
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
近
々
に
協
議
を
開
く

よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
協
議
会

の
な
か
で
、
具
体
的
に
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

７
月
か
ら
始
ま
っ
た
富
田

林
市
、
太
子
町
、
河
南
町
と
千

早
赤
阪
村
に
よ
る
合
併
協
議
会

は
、
第
５
回
目
の
会
議
で
合
併

の
期
日(

当
初
は
平
成
15
年
４

月
と
し
て
い
た)

を
白
紙
に
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

私
は
合
併
に
つ
い
て
は
、
４

市
町
村
だ
け
で
は
な
く
河
内
長

野
市
等
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

期
日
に
つ
い
て
は
平
成
17
年
３

月
で
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
４
市

町
村
に
よ
る
合
併
は
い
っ
た
ん

解
散
し
て
は
ど
う
か
。

本
協
議
会
は
「
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
等
を
策
定
し
な
が
ら

続
け
て
行
く
の
で
、
村
は
今
後

も
こ
の
協
議
に
臨
ん
で
行
く
。

９
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た

平
成
13
年
度
の
決
算
は
、
経
常

収
支
比
率
が
１
０
０
％
を
超
え

た
。
つ
ま
り
経
常
的
な
収
入

(

村
税
や
地
方
交
付
税
等)

で
経

常
的
な
支
出(

人
件
費
や
借
入

金
の
返
済
等)

を
賄
え
な
い
状

況
に
な
っ
た
。

今
後
に
つ
い
て
も
、
収
入
は

減
る
傾
向
に
あ
る
が
、
支
出
は

こ
の
ま
ま
で
も
、
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
財
政
の
維
持
を
し
て

行
く
た
め
に
、
村
は
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
て
行
く
の

か
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
人
件

費
の
カ
ッ
ト
等
内
部
で
出
来
る

対
応
策
を
実
行
し
、
そ
の
上
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
業

も
精
査
し
、
住
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
見
直
し
も
視
野
に
入

れ
、
財
政
の
維
持
を
図
っ
て
行

く
。

市
町
村
合
併
の
こ
れ
か
ら

今
後
の
財
政
維
持
の
た
め
に

森
　
本
　
春
　
雪
　
　
議
　
員

市
町
村
合
併

へ
の
取
り
組
み
は

清
　
井
　
　
　
浩
　
　
議
　
員

市町村合併に積極的な対応を
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経常収支比率の推移

経常収支比率：財政の弾力性を示す指標

通常は70～80％が望ましいとされています。本村の場合、

平成５年以降財政の硬直化が進んでいます。
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村
内
小
学
校
の
児
童
数
と

少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
、
本

村
の
小
・
中
学
校
規
模
は
ど
の

よ
う
に
推
移
し
、
学
習
に
あ
た

え
る
影
響
を
問
う
。

赤
阪
小
１
２
８
名
、
千
早

小
74
名
、
多
聞
小
33
名
、
小
吹

台
小
91
名
で
あ
り
今
後
、
出
生

状
況
か
ら
児
童
数
は
減
少
し
、

見
込
数
で
平
成
20
年
度
に
は
、

中
学
校
で
は
１
５
２
名
と
な

り
、
全
小
学
校
で
学
級
数
の
減

に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
る
。
義
務

教
育
は
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て

人
間
形
成
の
基
盤
を
培
う
大
切

な
場
で
あ
り
、
社
会
の
一
員
と

な
る
こ
と
を
考
え
る
と
教
育
環

境
と
し
て
集
団
の
場
が
不
可
欠

と
な
る
。
ま
た
学
習
に
お
い
て

も
、
同
年
代
の
様
々
な
感
性
を

お
互
い
に
高
め
合
う
場
面
が
必

要
と
な
り
、
現
在
の
状
況
も
含

め
、
こ
れ
か
ら
の
本
村
の
各
小

学
校
の
規
模
は
児
童
に
と
っ
て

十
分
な
教
育
環
境
で
な
い
と
考

え
る
。
中
学
校
に
お
い
て
も
、

同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と

と
も
に
、
現
在
で
も
教
科
担
任

を
維
持
す
る
の
が
精
一
杯
で
あ

り
、
充
実
し
て
指
導
体
制
を
と

る
た
め
に
も
苦
し
い
状
況
で
あ

る
。

水
分
か
ら
東
水
分
ま
で
の

中
間
地
点
に
金
剛
バ
ス
停
の
設

置
を

中
間
地
点
で
の
バ
ス
停
の

新
設
は
、
条
件
的
に
む
つ
か
し

い
。
し
か
し
、
住
民
の
利
便
性

な
ど
を
考
え
、
要
望
し
て
い
き

た
い
。村

長
選
挙
で
か
か
げ
た

「
育
て
て
安
心
」
の
村
づ
く
り

を
め
ざ
す
の
で
あ
れ
ば
、
中
学

校
の
給
食
実
施
の
検
討
と
高
校

生
の
通
学
援
助
を
。

中
学
校
の
給
食
実
施
は
自

我
意
識
や
嗜
好
の
違
い
、
体
力

差
、
村
の
財
政
事
情
な
ど
課
題

も
多
く
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

高
校
生
の
通
学
費
援
助
は
ひ

っ
迫
し
た
財
政
状
況
の
も
と
で

の
補
助
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

村
立
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
数
の
推
移
に
伴
う
状
況
変
化
は

山
　
形
　
研
　
介
　
　
議
　
員

バ
ス
停
の
新
設
を

合
併
の
今
後
は
？

徳
　
丸
　
幸
　
夫
　
　
議
　
員

中
学
校
の
給
食

実
施
と
高
校
生

の
通
学
費
の

援
助
を

地
区
表
示
板
の

充
実
を

赤
阪
小
学
校
の

文
部
科
学
省

指
定
は

ジュニアリーダースクール

（写真は記事の内容とは関係ありません）

具
体
的
な
研
究
内
容
は
。

本
年
度
か
ら
３
年
間
で
あ

り
、
こ
ご
せ
幼
稚
園
も
併
せ
て

の
指
定
で
あ
る
。
今
回
の
研
究

は
小
学
校
に
お
け
る
英
語
活
動

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活

用
し
た
情
報
教
育
を
教
科
と
す

る
こ
と
で
あ
り
、
２
点
と
も
幼

年
期
か
ら
の
感
性
を
重
視
す
る

点
か
ら
研
究
し
て
い
く
。

各
地
区
の
表
示
板
が
そ
れ

ぞ
れ
２
ヶ
所
程
度
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
不
充
分
だ
。
増
設
を
。

各
地
区
に
平
成
７
年
に
２

枚
程
度
設
置
し
て
い
る
。
設
置

場
所
も
適
切
と
判
断
し
て
い

る
。
府
道
沿
い
の
看
板
に
つ
い

て
は
、
不
便
が
あ
れ
ば
府
な
ど

の
担
当
に
も
改
善
を
お
願
い
し

た
い
。

来
年
４
月
合
併
は「
白
紙
」

に
な
っ
た
。「
白
紙
」
に
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
理
由
と
今
後

の
村
づ
く
り
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。合

併
期
日
に
つ
い
て
は
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
る
中
で
、

充
分
な
協
議
期
間
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
。

合
併
は
さ
け
て
通
れ
な
い
問

題
で
あ
り
合
併
協
議
会
の
中
で

充
分
審
議
を
し
て
結
論
を
得
て

い
く
と
い
う
の
が
立
場
だ
と
思

う
。

東水分（奥代）地区にバス停の新設を
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金
剛
山
の
山
頂
付
近
に
位
置

す
る
「
大
阪
府
民
の
森
ち
は
や

園
地
」
に
、
平
成
13
年
４
月
14

日
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
ち
は
や
園
地
」
は
、
１
０

０
０
ｍ
を
越
え
る
標
高
に
あ

り
、
冷
涼
で
都
市
近
郊
に
あ
り

な
が
ら
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ブ
ナ
な
ど

の
亜
高
山
性
の
植
生
を
含
む
豊

か
な
自
然
を
残
し
て
い
ま
す
。

府
や
村
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、

遊
歩
道
、金
剛
山
キ
ャ
ン
プ
場
、

宿
泊
施
設
「
香
楠
荘
」、
金
剛

山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
四
季
折
々
の

自
然
を
満
喫
で
き
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
来
園
者
（
年
間
24

万
人
）
が
あ
り
金
剛
生
駒
紀
泉

国
定
公
園
の
利
用
拠
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
を
自
然
観
察

や
環
境
学
習
の
場
と
し
て
多
面

的
に
活
用
す
る
た
め
に
「
ち
は

や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」（
年
間
入
館
者
数
約
５
万

人
）
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
、

週
末
や
祝
祭
日
に
は
、
自
然
観

察
会
、
星
空
観
察
会
、
工
作
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
（
年
間
参
加
者

１
５
０
０
人
）
や
自
然
観
察
ガ

イ
ド
（
年
間
参
加
者
１
万
５
０

０
０
人
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、学
校
の
利
用
を
図
り
、

環
境
学
習
や
総
合
学
習
に
も
役

立
て
ま
す
。
ま
た
、
村
の
自
然

や
歴
史
を
生
か
し
た
「
１
冊
の

絵
本
の
よ
う
な
村
」（
観
光
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
）
に
盛
り
込
ま
れ

た
村
民
参
加
の
観
光
を
目
指
す

施
設
の
一
つ
と
し
て
、
観
光
だ

け
で
な
く
農
林
業
の
産
業
振
興

に
も
役
立
ち
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

長
野
県
は
、
国
民
健
康

保
険
の
患
者
負
担
を
助
成

し
て
い
る
町
村
が
多
く
、

患
者
負
担
を
軽
減
し
た
ら

医
療
費
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
軽
減
を
実

施
し
て
い
る
市
町
村
は
17

と
全
国
１
で
す
。
私
た
ち

は
、
戸
隠
村
の
内
容
を
研

修
し
て
き
ま
し
た
。

人
口
約
５
２
０
０
人
、

世
帯
数
約
１
６
０
０
世

帯
、
国
保
加
入
世
帯
は
約

１
１
０
０
世
帯
、
２
４
０

０
人
が
加
入
し
て
い
ま

す
。
国
保
世
帯
主
が
入
院
し
た

場
合
、
老
人
医
療
費
（
１
割
負

担
）
と
同
じ
負
担
に
な
る
よ
う

助
成
し
、
年
間
予
算
は
２
０
０

万
円
で
す
。
年
間
の
利
用
者
は

30
人
前
後
で
償
還
払
い
で
す
が

「
一
家
の
大
黒
柱
は
村
に
と
っ

て
も
大
事
な
働
き
手
。
そ
の
世

帯
主
が
入
院
し
て
し
ま
え
ば
、

世
帯
も
大
変
だ
し
、
医
療
費
も

高
額
に
な
る
」
こ
と
か
ら
、
世

帯
主
の
入
院
費
を
軽
減
す
る
制

度
で
す
。

千
早
赤
阪
村
で
も
、
住
民
検

診
の
充
実
と
あ
わ
せ
て
、
助
成

制
度
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と

感
じ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
奨
学
金
制
度
や
空

家
住
宅
活
用
な
ど
、
定
住
促
進

に
も
努
力
し
て
い
ま
し
た
。

彼
岸
花
で
真
っ
赤
に
染
ま

り
、
棚
田
で
知
ら
れ
る
本
村
の

あ
ぜ
道
は
赤
い
じ
ゅ
う
た
ん
の

よ
う
で
黄
色
く
な
っ
た
稲
穂
に

寄
り
添
う
よ
う
に
咲
き
誇
っ
て

い
ま
す
。

彼
岸
花
が
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
と
そ
よ
風
に
揺
れ
る
花
を

眺
め
な
が
ら
「
こ
ご
せ
の
里
」

の
秋
が
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

彼
岸
花
は
人
里
近
く
に
群
生

す
る
多
年
草
で
「
曼
珠
紗
華
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

彼
岸
花
は
田
舎
に
よ
っ
て
は

毒
花
で
取
っ
て
は
い
け
な
い

と
…
。
知
人
は
昔
か
ら
食
べ
て

い
る
の
で
子
ど
も
が
乱
獲
す
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
〝
う
そ
〞
を

つ
い
て
花
を
守
っ
た
と
の
こ

と
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
赤
い

花
は
毒
花
か
、
い
や
食
花
か
、

そ
れ
と
も
薬
花
か
私
に
は
分
か

り
ま
せ
ん
。

議
会
だ
よ
り
も
見
や
す
い
紙

面
に
と
編
集
委
員
一
同
奮
戦
!!

さ
ら
に
内
容
充
実
の
た
め
に
皆

様
の
ご
意
見
を
待
っ
て
い
ま

す
。

Ｈ．
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